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新たな教育メディアとしてのインターネット

- 21世紀へ向けたグローバル･スクールの誕生-

琉球大学教育実践研究指導センター

米 盛 徳 市

1.日本の初等中等教育におけるインターネット元年
1994年8月8日､東京永田町の星陵会館で､ ｢学校をインターネットにつなごう｣と遷した研修会が

開かれた｡日本インターネット協会の｢教育-のインターネット利用検討部会｣が主催したものである｡

｢米国の学校からインターネットを介した映像が日本に飛び込んでくる｡一秒足らず遅れて届く子ども

たちの歓声がまた､臨場感を盛りあげる-｡ビデオ映像がパソコン上に流れる最新の通信技術を会場に持

ち込み､米国と直接情報交換した｣1)0
.州 .Jhup//Vvyol山 .叩Y/GLOBtprov Nll I

壷壷ヨ【垂壷ヨ転変妄ヨ正迂遠コ⊂亘壷コE壷 壷口､それから1年後の1995年6月､通産省と

文部省の協力のもとで情報処理振興事業協

会 (IPA)と財団法人コンピュータ教育開
発センター(CEC)が進めた ｢100校プロジェ
クト｣2)を皮切りに､日本における初等中

等教育におけるインターネット利用が本格

化した｡

米国では既に1993年から ｢グローバル ･

スクール･ハウス-GSH｣3)プロジェクト

が始まっており､日本のアメリカ･スクー

ルなどの参加も話題になった｡学生たちが

学校を超えてエネルギー資源の選択､固形

廃棄物の管理､宇宙の探究､気象 ･自然災

害などについて､共同で調査や観察などを

行っていた｡

さらにK12(kindergardento12grade)

というプロジェクト4)が各州の地域ネッ

トワークを中心に進められ､幼稚園から高

校に至る学校環境でインターネットを利用

する試みが行われていた｡K12プロジェク

トでは､IRC(InternetRelayChat)フォー

ラムを用いて,グローバルの見地から世界

の友達と自由な交流を行っているO年齢､民

族､国籍､宗教や職業を問わず､世界に輪を

広げ､あらゆるテーマで自由に論議しあい､

幅広い教妾を身につけることにある｡
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米国のクリント/ゴア政権は､2000年1月11日までには全ての教室､図書館､診療所や病院を情報ハ
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ィゥェィで接続し､2015年までには家庭まで結ぶNII(NationalInformationInfrastructure:次世代の

情報基盤整備構想 )を提唱した｡

2.100校プロジェクト-日本版 ｢K12プロジェクト｣
1995年6月からスタートした ｢100校プロジェクト｣は､初等中等教育にコンピュータ･ネットワーク

を利用 ･活用する試みとして実施された｡

全国100枚程度の小中高校にコンピュータを設置し､高度化したコンピュータ技術､ネットワーク技

術を活かしながら､従来の枠組みを越えた

教育 ･学習の可能性を実証したものである｡

21世紀には初等中等教育の学習内容が､

現在よりもいっそう高度で能動的になるも

のと予想した｡コンピュータ技術､ネット

ワーク技術の高度化で､国内外の生徒との

情報受発信やデータベースなどの知的資産

へのアクセスが容易になり､生徒の創造力 ･

表現力 ･思考力を飛躍的に高めることがで

きると判断した5)0

現在､文部省協力のもとで､1000枚の学

校に対してインターネット接続を支援する

NTTの ｢こねっと･プラン｣もあり､ま
すます教育への利用が注目されている｡本

プロジェクトは平成8年度から2年にわた

り全国の小学校 ･中学校 ･高等学校 ･特殊

教育緒学校等を対象に､各都道府県20校

(指定都市を含む場合は25校 )で実施する

としている｡
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郵政省は1994年5月に､2010年までに各

家庭を光ファイバーで結ぶ次世代情報通信基盤 (日本版情報ハイウェイ構想 )を答申した02000年には

公共棟閑のネットワーク化がなされる｡さらに､通産省は､1995年5月に電子図書億構想､また､文部

省は1994年6月に ｢マルチメディアの発展に対応した文教施設各分野及び分野を越えた施設間の高度情

報ネットワーク整備｣を答申しているO

3,WWWインターネット･スクールへの登鐘
インターネットを代表する技

術であるWWW (World Wide

web)は ｢世界を覆う巨大な蜘

妹の巣｣として,時間的 ･空間

的制約を飛び越え､Web上のデー

タベースを利用した情報検索を

はじめ情報発信､双方向コミュ

ニケ-ションなど､ ｢教室を飛

び越えた｣CAL型共同学習を

可能にしている｡

oo■tbへ･Iht†p//Y+うちらco1●J..lr'Vy+也 /V_hcols/M叩5/JJP抑hlryll

Internatl'on81VWV Schoo一sRegistryi-A:■

けり0urSChootRes8homepagenotincludedlnthereglstry,pleasereglSter
UOurhOmeP｡gOhere! 言三溝L'

[ ･ TI
l†gooaretntereSt8dlnSettlngUPgod.OwnWW*server,viSltWeb66.
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"web66"のサイトには ｢In-

ternational WWW School

Registration｣ 6)が設けられ､
そこから世界 (55カ国)のすべ

ての教育利用サーバーへ瞬時に

アクセスできる7)｡

定期的に更新されるインター

ネット年表 8)によれば､1996

年7月時点で世界中のインター

ネットホスト数は12,881,000台､

ネットワーク数は134,365､ ド

メイン数は488,000となってい
る｡

日本の小 ･中･高等学校のドメイン数は1996年2

月28日現在で､計1059)､ホームページを持つ学校

は小 ･中･高等学校で､計235校 10)である｡しか

しながら､新聞紙上でも紹介されるように､教育現

場におけるホームページの数は急速に増加している

ことから明確な数は把返し難い｡

1995年の6月の時点で､IP接続がなされているの

は96か国､UUCP(UNIX-to-UNIX Copy Prog-
ram)での接続は144か国､インターネットと電子
メールのやり取りできる国は173か国 (ランドウイ

バー統計 )に上っている11)｡

SpeclAIC81e90rleS
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4.教育 メデ ィア と して の インターネッ ト

インターネットは生徒一人ひとりの自己成長 (探求力 ･表現力 ･発進力 )を助ける教育メデ ィアであ

る｡ インターネットの教育利用

に関する教育的意義は､21世紀の

国際社会で国際人として信頼され

活躍しうる人材を育成すること､

マルチメディア時代へ対応した幅

広い､バランスのとれた教養を身

につけること､今後の情報化､科

学技術の高度化､社会の急速な変

化に対応できるような生徒一人ひ

とりのネットワーク･リテラシー

を育成することにある｡

インターネットを導入すること

により､共同の教材研究や情報交

換により学校の活性化が図られる

ことや､共同学習や調べ学習によ

.W :lhtQ･//hm加omootr/WTuo/
五重ヨ 盛盃団荘重ヨ【玉盃記[正義コ〔惑 .

Loo4tion:lhttp//vvvonrampcJrlovons/107kldshtm
[亘壷三重]⊂亘亘コ[五三三コ

り生徒一人ひとりの自主性 ･個別性が高め られる｡さらに地域の中の学校 として 社会教育が図 られる｡
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(1) 双方向コミュニケーションの為のメディア

インターネットは世界的規模のWANで相互接続機能 (会議 ･フォーラム ･NetNews等機能 )を有す

ることから､世界中の様々な人々と双方向の

コミュニケーションが行える｡これらの機能

で生徒一人ひとりのコミュニケーション能力

を養うことができる｡年齢 ･地域そして国境

を越えた共同研究や共同制作が行え､人間同

士の協力や協調を大切にする態度が国際的な

視野で養うことができる｡

｢100校プロジェクト｣では電子メールのメー

リングリス ト (ML)やNetNewsを利用 し

て､全国の先生 ･生徒同士の交流､先生 ･生

徒間の自由な意見交換､環境問題等の特定の

テーマで遠隔地の学校と問題 ･課題解決型の

共同学習を行っている｡異なる文化や気候風

土で生活している人達から直接情報を収集で

きることで生徒の興味や関心を深め､教育効

果を高めている｡
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インターネットは 今書で実現できrdかったことを可能にするメディアです.こo)プロ
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て これらのテーマはJlAAMには Wf･b形式の作品として書とめられ書す.

プログラムの+I(Iには 50紬が作成したV的作品lLJ:るコンテストが行われます｡17rrZE
のポイントは r世界に7ピールLJうと1る内宮のおもしろさ (ConLenls)J rWeb
にJ=る-rH片の兼】J刀 (PresenL8110n)J l生徒漣の+加と1i力の度合
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(2) 情報収集 ･蓄積の為のメディア

WWWは情報の流通に関する限りシームレス (seamless)社会を形成している｡いわば ｢継ぎ目がな

い｣､国境を越えるにも ｢パスポートがいらない｣､ ｢自由にネットサーフ｣できる社会を形成してい

る0-人ひとりの情報を収集する道具としてのインターネットの活用は､情報アクセス-の積極的な態

度を養うことになる｡

地球規模での様々なリソースにより､一般に入手困難な最新の教育情報等をWWW上のデータベース

から検索し､欲しい情報を必要なときに必要な量だけ ｢オンデマンド｣に収集できる｡しかもデジタル

化で一元化された情報であるだけに､マルチメディア (文字 ･音声 ･動画 ･静止画像 )教材としてデジ

タル ･ファイリングができる｡3次元 (3D)表示､バーチャル ･リアリティ (VR)表示により､実物

に近い実感が味わえ学習が深められる｡まさにインターネットは生きた資料室､世界の図書館として活

用できる｡ 情報検索学習面では､ ｢100校プロジェクト｣の研究成果でもみるように､地域の観察学習 ･

調べ学習 (例えば､降雨量､気温､渇水状況､地域の汚染状況､太陽の高度､鶴の飛来経路等 )に役だ

てている｡現場教師はこれらを生きた教材として活用し､生徒の学習はの関心を高めている12)0

(3) 情報発信 (教材オーサリング)の為のメディア

インターネットに乗った情報はそのまま世界的になる｡生徒一人ひとりがインターネットを､自分連

の情報発信手段として手軽に活用できる｡ただ単に情報の引き出しだけではなく､自由なシステム設計

で自ら積極的に情報を発信することで今までの ｢知識型｣から ｢発信型｣の学習へと｢学び｣を変えて

いける｡

インターネット上ではHTML(HyperTextMakeupLanguage)言語で作成された ドキュメントが

WWW (World-WideWeb)ブラウザーでハイパーテキスト化され､その中のあらゆるリンク ･タグ

機能が教育現場での情報検索学習､情報発信､双方向コミュニケーション学習を容易にしている｡

世界の共通語としてのHTML言語には､CAI学習のコースウェアを設計する数多くのタグ機能がある｡
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これらの活用によりオンライン･デジタル教科書が作成

できる｡

アンカータグ (くA) )のHREFオプション機能で他

HTMLへの自由な移動ができるO また､ T)I(クタグ

((LINK) )機能のREL･REVオプション横能で他の

ドキュメントとのリンク関係を記述でき､極めて安定し

たコースウェアの設計が可能となる｡また､インプット

タグ ((INPUT) )で学習者側にコンピュータキー操

作 (数値や文字情報の入力 )を促し､Java Script言語

との併用が可能となる｡さらに､フレームセットタグ
JはURL ÈIJuL:JIKEF･少JJと FfRtlF帥yJhT

･AllkEhタグ のLMJ くdtrmLCj

((FRAMESET))で､固定したウインドウの画面設計が自由に行え､学習者側に対 し学習過程を明

確に示すことができる｡

なお､Java/JavaScriptはプログラミング環境が充実してきていることから､特殊効果 (Window

Open機能による小ウインドウのオープン､そのウインドウ内でKR情報の表示 )が出せるようになっ

ている｡

｢100枚プロジェクト｣での情報発信は､WWWホームページにより､主として学校紹介や地域の特

色紹介を行ったり､インターネットを活用した教育事例等の紹介を行っている｡

まさに教室を飛び越えた学習形態で､インターネットという幅広い文脈のなかで生徒一人ひとりの探

求力 ･表現力 ･発進力が培われてきている｡

5.オンライン教育プロジェクト
教育現場-インターネットを導入する際の間老点や新たな可能性を追求しつつ普及活動や推進活動を

行っている団体 ･研究会がある｡

インターネット自書 L叫一触 ･

･9613)によれば､APIC- 叫 卜- C-1叫 L叫 Ipや ltやヤ･｢!｣

L… F淋 _
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oHnIIP9g●rtQLLFr▼●M*Iot八日MtO14∝hrTtOUtI
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rCoVTSC0日bbclrattYeY18U4hzotlon
●亡ducdtlOnC-nthelrltern●ttCand4)
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NET(AsiaPacificIn-

teractiveCommllnica-

tionNETwork)14)､

PEWI(インターネット

の教育的利用に関するプ

ロジェクト)15)､インターネットの教育利

用を考える会16)､TEANET(教育における

パソコン通信活用研究会 )17)､AGENE(国

際電子ネットワーキング教育学会 )､東海ス

クールネット研究会18)､日本インターネッ

ト協会 (教育へのインターネット利用検討部

会 )等がある｡

1995年には､インターネットという幅広い

文脈で物事を考えさせる教育プロジェクトと

して､ ｢電子姉妹校プロジェクト-海外にも

クラスメート｣ 19)､｢日本ニュージーランド

七夕プロジェクト-伝説比較を通じて異文化

理解交流｣ 20)､｢GeoTouch(ジオタッチ)-



日本発信の国際環境プロジェクト｣ 21)､ ｢GIIジュニアサミット-開かれた国際会議をめざす｣ 22)､

｢GLOBEprogram (グローブプログラム)･-米国政府主導の環境プロジェクト｣ 23)､｢GLOBAL SC

HOOLHOUSE(グローバルスクールハウス)CU-SeeMeでの交流｣ 24)､｢KIDLINK/KIDS9Ⅹ (キッ

ドリンク/キッズ9Ⅹ)-子供だけのオンライン会議｣ 25) など､6つのオンライン教育プロジェクト

が行われた｡

6.今後への展開
インターネットは学校と地域､学校と世界を結び付ける新しい教育メディアである｡日本国内の学校

や世界の学校との共同プロジェクトが実施され､新しいクロスカリキュラムが､グローバルな視点から､

構築されてこよう｡新たな授業形態として､教科の枠組みを取り除いた多人数制チームティーチングが

なされよう｡

インターネットを教育に利用するには､高度な教育環境のインテリジェント化 (設備の高度機能化)

が要求されると同時に新たな教育課題が生まれてくる｡

これらの諸事情に対処するためには､学校全体でハード面及びソフト面で取り組みが不可欠となる｡

ハード面の視点からは､

○多量のデータをやりとりするための高速回線 与う;如 些二世基 旦 上些塑 型 壷 些 !吐

の整備

○構内ネットワークやサーバ環境の整備

○そのためのネットワークを維持管理する専門

職貝の配置

○運用管理に係る組織体制づくり

が必要となる｡

ソフト面の視点からは､

○インターネット上で利用できるマルチメディ

アソフトの収集

○ソフトウェアライブラリのデータベース化

○教材の研究 ･開発

○インターネットの特性を生かした活動の立案

○適切なカリキュラムの設計

○児童生徒のインターネット･リテラシー教育

に係る教育方法の検討

○教育活動の記録 ･評価等,さらに教月への定期的な研修等

が必要となる｡

｢100校プロジェクト｣では､技術に関する問題､教育に関する問題､コミュニケーションに関する
間語を指摘している26)0

技術に関する問題ではLAN環境でのIPアプリケーション技術のサポー ト体制の不足､教育に関する

問題ではカリキュラムの問題を現行の授業と特設クラスとの融合化の困難性､先生への負担増を指摘し

ている｡さらに､コミュニケーションに関する問題では言葉のバリアーからくる国際的な意思疎通の問

題､インターナショナル ･クラス-のアレンジ問題を指摘している｡

インターネットの特性である広域性や即時性､多様性を考慮した数多くの実践研究報告､さらにイン
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タ-ネット普及活動や推進活動団体 ･研究会の研究成果を踏まえ､学校独自の教育にインターネットを

活用したいものである｡
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